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パグウォッシュ会議と科学者京都会議 

 

 ラッセルは、湯川たちラッセル・アインシュタイン宣言の署名者と連名で、科学と世界の

諸問題を討議する世界の科学者の会議の開催を呼びかけた。これを受けて、1957 年にカナダ

のパグウォッシュ村で開かれた会議に湯川は朝永振一郎・小川岩雄とともに出席した。この

会議が成功したので、継続することになり、今日に続くパグウォッシュ会議となった。海外

でのパグウォッシュ会議への湯川の出席は 1962 年までの 4 回にとどまったが、その後もし

ばしば、原点を見失わないよう呼び掛けるメッセージを送り続けた。 
 パグウォッシュ会議からは、創設者の一人として湯川には毎回の議事録が送られてきてい

た。この議事録は市販されなかったため、非常に利用しにくかった。史料室では、広く利用

できるよう、基礎物理学研究所図書室に移し、利用希望者に公開している。 
1962 年には湯川は、京都の天竜寺で、ラッセル・アインシュタイン宣言に共鳴する科学者・

文化人の会議を、朝永、坂田昌一と主催した。この会議は、開催地の名を取って、科学者京

都会議と名付けられた。この

会の記録は『平和時代を創造

するために－科学者は訴え

る』（岩波新書、1963 年）と

してまとめられた。科学者京

都会議は 1980 年代末まで活

動を続けた。史料室には、最

初の会議趣旨と会議参加へ

の呼びかけ（c094-014-008）
からはじまる大量の資料が

ある。 
湯川はさらに、1975 年には、パグウォッシュ会議の原点に戻って議論をすることをめざし、

京都で第 25 回パグウォッシュシンポジウム「完全核軍縮の新構想」を主催した。ところが会

議準備を進めていた最中に 2 回の手術をうけ、静養を余儀なくされた。出席が危ぶまれる中

で、開会演説の責任を果たすべく、車いすで開会式に参加し、力強いメッセージを読み上げ、

核兵器によって安全を守ろうという考えがいかに間違っているかを訴え、「最終の目標はすべ

ての国の安全がそれぞれの国の軍備を必要とすることなしに保障されるような、世界システ

ムを樹立することであります。この点に関して、私は、ラッセルやアインシュタインと世界

連邦のヴィジョンを共にするものであります。」と述べた。この部分は、病気静養中の湯川が

最後までこだわって演説草案に手を入れたところであり、手書きの加筆原稿（c082-005-002）
が、「重要」と朱筆をいれた大型封筒に入れて残されている。 
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科学者京都会議「呼びかけ」c094-014-008   Pugwash シンポジウム関係書類の「封筒」 
 
 

  
シンポジウム「開会あいさつ」原稿（c082-005-002）第 1, 3 頁。加筆の跡が見える。 
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1981 年 6 月には京都で第 4 回科学者京都会議が開かれた。この日、体力が落ちていたにも

かかわらず、十分な気力で出席し、出席者を前にして力強いメッセージを述べた。この会議

では、「各国の軍備を必要としない世界システムの樹立」を目指す湯川の年来の主張が支持さ

れて、会議の声明に盛り込まれた。病床にありながら主張を曲げることなく「道は必ず開け

る」と確信していた湯川だったが、3 か月後に永眠し、このメッセージが全人類への遺言と

なった。                             （文責：小沼通二） 
 

 
車いすで出席した第25回パグウォッシュ・シンポジウム  

（京都、1975年8月28日）で開会の挨拶をする湯川  
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